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〈研究紹介〉

惑星火山学と固体天体

神戸大学理学部藤井直之

1.はじめに

111 年打ち上げられた全長探公機 7セeランが.下

材Ii的な観測を終えていよいよ本格的なデ タを送

ってくる段階になった。ソ，阜のヴェネラ 15 ， 16 号

による北半球の地形探査に次いで.さらに分解能

をあげた合成防 J I-Iレーダーによリー新たな火山地

形やプレー I· (?)・テクトニクスに関する情報が 1~:}

られるものと犬いに期待される。 最jll:の間体惑亙 1.

i前昼の探企て'は.ソ述の火起探査機フォボえがあ

まり目覚しい成栄をIJ\せなかったこともあり、 12

年前に打ち J- げられたボイジャーによる外惑星・

j:1i恩探貨の成染のみが話題を J~~ )1 1 してきた。たし

かに、ボイジべ による多天体フライパイの傑脊

1

は，今まで見えなかった反体表府の素直nを一つ一

つ明らかにしていったので、各々のデ タを干に

しただけて引f発見であった。そのE・ l味て\ ~$JP 千十

学においてはボイジャ による探有の終りカ\い

わば第一世代の発見il'J保査段階の終汚を窓昧する

ともいえる。

比較惑艮学の、n品からみれば、探合i機マゼラン

の成果は，いよいよ第 2 世代へ碓尖に歩を進めた

ものとなろう。 20世紀最後の 10年は.金星か句始

まって.火g，そして月の内部構造探盆へと第 2

世代の'γ 出]にふさわしし次々と固休天体，すな

わち， I百|体表 l自l を持つftE星・砕I星の情報がもたら

されることになろう。
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図 1 固体天体|こおける火山活動の儀式

2. 火山活動とクレーター ている。そのため.図体大{-I;のテクトニ 7 えにと

l川 i本 λ:1牛の表而1に印されたさまざまな地形は. って.地球 lーのクレ -7 ーを t河しく調べることと.

それぞれの天体が進化してきた過去のIlf'tを解く クレ -7ー形成に|対する衝突実験が大いに i正反し

鍵の~，(: L)1~1>:的要ぷであり. ~i\有様物質の衝突に た。

よってできたクレ タ と，天体内部からの抗政 それに刈して.反体内部の熱や物質の紋出i抽fJ~

:Hのー形態としての火山の二つが主なむのである である火山活動についてはー l週休天体のテ 7 トニ

ただし、ニこで考えている火山と 1 ;1 .‘山のよフ クえというl:Jt山か片的研究が大変i!正れている。そ

に IfJi くそひ'えている L のだけを指すのでは主い れは.地球|ーの火 IIIの峨火活動があまリにら活発

内部熱のl庄山にかかわる令ての固体大休ぷ 1M て'区 であるがために.かえって.地球から日が高Itせな

目IJ できる I也 If; を付怒としている。地球表而の 6 '，I~J いというニと L 人ーいに関係していよう。地球とい

を市める深 il'!I<1::ゃ)JのM(低地)などもその1陀叫 う岐宇佐粂1'1 をはずして他的|山If;$:天体に適用しよう

である。なぜ主ら、地球の深海底は ihi似てリ I' ま H とする時，われわitの知 s識があまりにも少なすぎ

たプレートのよ1Mそのものであり、月のiii!は大き ることに討がつく。

な 7 レ -7 ー!正がl付日IIかり intl l-\ した止:武岩伐治告 3. 固体天体上の火山活動様式

でl.'llめたてりれたものだからである。 川 1本大体内部からの弛や物質のiii1M形態は、 l出

ニれまで地球だけを対象にしてきた地球刊-:+:" II\される物質やそのぬ Ii 吐 政， l-H jill! 立などによ

にとって， m1世代の発見的間体天体傑作によつ ってさまざまて"ある。それらを大まかに分野lする

て新しく光!正したのは . 'I レータ -'~I であった。 と.① fiA):. ②プレー I· ;+j.術 f~i. ③ホ y トスポン

それは 19 世紀に(，'(，' v: した地用語，~.illの法 n'J に)，~づ 卜、③洪水溶岩主どとなろう (13J l)， fJ や水川で

く J也質''j: (I帝位'n にかわって . 'I レ タ によ は.そのサイズが小さいために今では l 分に冷却

る十II対的l時代区分が[Iii] 体 x体のテ 7 トニ 7 スを J曲 して fi、導のみが保っている。現在の地球て'1 ;1 .令

ずる)，H«i(J安井1 として新しく )JUわったためである。 熱波 IJH止 (4.2X I0 13 W) の65%がプレートの 1'1 循

実際アポロ ルナの lilij?1 幽による円以料から絶 域すなわちiii!倣( R)で7 グ7が [11;1 化し.水平砂

対的II年 IHl スケールが倣立さ j し i也の悶体正体につ 動中に冷却して出構(T)から7ントルに沈み込む.

いての )，~iv， (n指悼とされるようになった。そして‘ という形態をとっている。また町本 Jl~，のあ I j申Tilt

linイ i I，~物質の衝突耳l伎の年代変化を存々の回 f-l;天 イオでは. SO，のi噴側や山町1部のカルデラや溶岩

体についてボめることが.今後のよIl¥f謀組となっ fileに代ぶされるように‘ホ y トスポソトからの熱
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や物nの放出が悦んである。ただし、イオにおけ

る弛似は、長よj 命 Ii主射性t主的によるものではなく.

jMiタマサツによる L ので，ノ 'k '1' 修正 ，}j をともなわず

にリソスフェアの卜書 1\ が泌品 ~L. KI 伺には火山 l折

山物が次々と lItH! していくという 地殻再循環

が主張なむのである。現在の金原では.② -CD の

いづれが優勢であるかが今のところ不可 iである

はっきりとした liJ休をf1'らず.数多くの 'II~J れ日(ダ

イク)から治討が流出して fll 地を出めること(i!t

本市岩)によって.大作 1\ 分の金 Jl\ の 1止地ができて

いると 11! 、われる。実際.ヴェ不ラ 15. 16 りのデー

タにしみられる令lJlの幅 IOO-200km. 比高 I km.
長さ凶 OOkm むの')ッジ po宇は. II の悔や火.!Jtの火 Iii

地域にあるリソジよりむスケールが 1 Ii i以上も大

きし、。

1山II-+:天体トーの火 III活動を lin山物で人;日lけると、

止、武 L·Jt~t火山活動とノk 't't 火 Illit" 紡となろう。日Ii I'i
はー 10 ∞℃れ!のケイ刊を J1tの協同自体を[l et II\するのに

対し後品 l .t 112()や N，( ±CII..) の if~ f-+: または気 f-+:

をIl(t wする(ぷ I ) I両朽の迎いは温度だけではな

く. flli刊キや溶融関係によっている とくに純粋

な 1120( 氷 I )の神~n主は液体より杭いため‘大14i:内
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尭令年月日 氏名 異動車項 現(旧)職等

2.10.I III!;.~ f食 ンステム研克 *:~JJ 鞄

宇宙空間原子分子過程研究会 太陽系科学シンポジウム

円 日寺 平成 2 年 11 f! 26H (I日 -27 日[刈 [/ H5 I' 成 2 年 1211 7 日(制 -8 日(IJ

場所 下Hi科学研究所本館 2 附会議場 場所 平副科学研究所本 fi' ，， 21 帯会決場

宇宙繕造物シンポジウム 大気球シンポジウム

日 lI.j lド!此 2 年 1211 3 日(IJ)- 4L1(大) II H 年 "成 2 年 121113H( 村 -14 Ht 付

j- ~j !叶 i' 'ri iW ;r:研究所本館 21 沼会 1議場 場所 i川ill 学研究所本 fi r: 2I都会議場

(訂正字'Ii i航行JJルポジウムの酬が i 酬) !日l合せ先 j':Uily;r:研究所研究協力諜 JUI，j利用保

2階会議場かり l階入札主に変史になリました 倒27(51)3911 (内 2234 ・ 2235)

日1\で融けてむそれだけでは水の噴出は起らない。

木 Jjl や 1')I~ の ikl!/.j I ，! でー*の(溶岩} I1(UI\が 'I→じる

ためには.ボ!刊の水J也伎にケイ殿山がiitf干してい

るか(> 15%). アンモニアが含まれている必要が

ある。また. トリトンの地表は家，#の ikで. Jλ射

咋'のfI\山、細長い Jtf 点状のI也!杉は.地卜数 10m に{チ

h する液体室主がpfl: HI. したむのと考えられる

この表で. イオは玄武む 'i'l 火山 ili1t1J にうHii され

ているが.ポイジャーによって発見されたのは S(ll

の的問l で. しかしー Li)、主力 Yレデラからのほ特流

は S (イオウ)である。けれどむ. イオの白ドt~nfil立

が3.0Mg/m であるニとやSO，の慣例ιの抗力乍町 j~11

汐7サソによる弛源などから正式'l:·n火山 I，~動

が(地点に表われるか F7かは自IJ として)必要だと

されている

さて.火 III の治則J様式をこの Jえのように②フレ

ート I'j·j附 f~. ③ホパス;r， γI· .③ iJt水溶岩と大

りIJ したが句これらがその itfi !fiJJ皮とどう|見l係するの

か.という)，1;本的 tl:l J組が未解決のままなのである

','ilf-+: k体的熱史的冷却 l過似て廿九政 :Hの似l 事を与え

iLl:f.(j)→②→③→①と L寸進化を粍るのか.そ

れともこれ句の H，式の迎いは叩に治討可 t 111 の物別 f

il'Jft:'t(I'1 機構によるのかについてむ衿;えられてい

な L 、。たとえば‘火 J{ .地球 全引を代表する材 i

状火 III の地形には大きな述いがある( Iヌ12 )“ニの

迎いは各々のパ ioj>:の内部状態と'応接に|剥迎してい

るはずなのである

ニうした nnw 山は. @f 本氏{本 lーの火 ill I，可動的発

見によって新たに提起されたものて'ある a それに

よって逆に.地球におけるその初期状態からの if 主

化にとらなう火山川助隊式の変 i霊を研究するとい

う安川 iカ<ITq 比となった。むちろん、~; 2III:i~ のふtE

I t!.!菜作. とくにマゼラム〆による令 Jd のr，HIII な J也 Ir~

データによって.このような I l:l J泌がますます鮮明

になり.~に判fたなIIll泌総起がなされるに泌い主

図2 シールド火山の地形比較 い (ふじいなおゆき)

お知らせ車京声高車同車両車>.<><阿南>.<><>.<京高><><車京><><>0<バヨ2

*人事異動 A
表紙カ y ト~ ・e
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PLU-2熱真空試験の様子

一一一》む *SFU PLU-2の熱真空試験

閉店4引 I SFUの実験機訴を搭・践する liiの-
m事情 JJ ~ r
h主主~) つ r PLU-2J の熱!'~~杢試験が 9 HJ

旬、大別スペースチャノパーて寸 Tわれた PLU-2

は. 161 の僚に SFU に組み込まれる大小 8n!] の有!の

うちの 1 つで、 PLU (ペイロードユニ y ト)と門

ばれる利の 2 番目を Hrす。このI' LU →2の材 l の'i 'Iこ

は.ヰ'山科'γ 研究所の「崎公推進尖験」の全ての

機出と r二次花展開実験 I. rI:' ，'j'，t!:圧ソーラアレイ

実験」の~Ii: (機協が拡，I世される。今 [ul. これらの

機般の熱モデルが試験された。写J'rは大 1111 スペー

スチャノパ の F ;11~xi.i11~ に品目白された P LU-2 と

tfill である。 PLUli 刷l川 ro fl! l) の熱設 ~I によリ.セ

力/ドサ一 7;エL イスミラ( SSM) による受 t到動り油 J 司

制1御卸カか、句...，. 最大サ一 '7 JルレωJルレ パ 3f台， .ヒ一トハ

イブ 144牛本〉兵;句熱制御ヒ-)， 80Wの能動12?~制御オ 7

ションまで. 4 つのオプションのなかから選択で

きる 本。試験に供したドL lJ -2は、ニのi品大能動叩l

熱ibiJ御を採っておリ，図の供"正体にニの 3 f. i のサ

-'7 JレJレーパーを見る'I>ができる.また.試験で

はヒ トハイプl付の熱加Ii卸流体への ifU)の彩特を

i此少限にするため. ヒートパイプが水Tーになる JJ

1111に供式f..jo;がぷ lN された。

i試験は 4 ケーえの定常試験と 2 ケースの非定'品

H式験が実施さ h. ~且イ1 これらのt式験結採を解析中

である。(il'l ノk ギ夫)

*平成 2 年度第 2 次大気球実験

半成 2 年 l!l~~ 2 次大気球実験は 8 月 26 日から

9)J51:1までの ftrJ に. =.1'最大気球奴 illil月十で実施し

た， 1出Iました大気球は 3 機で.その l 機は l白用電

)}線から政射される Ii他界成分を測定する L ので

気球高Ji を iLI!:i:(: <制御して Y~なる JJI"I <7J風に*'

せ可点~tJ也 h を λ; '1'洋岸から H 本海岸まて叫ι丙に

U;fU させた そのIlIlに観測を続け 有能なデタ

を取得した 1也の 2 機の気球(いずれも 85~IL

芥桁5000 占:IJ 米)と. 1 機の川l胤川主U;Rは.新し

いタイフ的気球のテストであってえ1;R.，1>r:として

も口、災の大きい実験ンーズンであった。

B5 刑公f¥の i 機は.被ll~ として 'l!t.散ナイロン

織布の 1'.- ，百に~~\f，;. nJ ポリウレタン彼股をラミネ

トした新しい材料を!ri c 、ている 気球の製作はこ

の被肢をミンン縫いて寸 I うむので. I;/:米のポリエ

チレンフィルムを晶接着する製法とは大きく異な

っている 1世の 1 機は強化繊紺にポリエチレンを

ラミネ トした 7 ィ Jレムを用いた全 1M繊維補強様

式の被服からできている。フィルム強度が l分あ

るため句 I;/: ~去の ~O;~ てe用いている熔岐装誼の1::i.if(

を主えるためのロ ドテ フを 111 c 、ない H式を試

みている。

いずれの勾球(， 1[ンを越えるような大量泣椛

峨物を成ばす|療の{，i制作の 1"1 1-. を n ll'}にこれまで

|制発を進めてきたものである。 2 機の%上位は. 1Jj(

f;主作業む従 4との ~\.I;J< と I ，;]f.品にI' Jr.'tに行わ tし成期

状態 L安定しておリ.実験は 2 機とも 成功した

1也の l 機的気球はこれとは正反付のう;U;Rて'あゥ

て， I半き tHY，か5.H ミクロンの樽ぃフィルムで作ら

れた趨斡 :11J~'·!~\球 (ni豆7.4kg) である。(ちなみ

に片ljJ己大 ill :,UI] ~ii.球の 1'1£ははばliiJ ーの作偵て';f:~J

可ルト JλンPUJ

SFU の全体情成

"-u

S凡U

¥
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170kgて'ある)。この起粁対気球は. 2kgf'，!.伎の鋭 il!lJ

itit を搭，股し 40km以トーの尚!?百 I主まで圭IJj主することが

できる。

今凶は大型公foR を放loRする前にじげる川風気球

の一環として 11 い l位向向 J!t42km まで主 IJ;主した。

7 ィノレム強度が弱いのでl以抜方を心配したが句 111.

球Ii思ったより存易であった。この2L球は40km以

上の高高度までオゾンて干の上層大気を観測するの

に有効な千段であるので，今回のnt淵の成功をも

とに.今後積極的に利用を図って ~j きたいと Jすえ

ている。(火山{日之)

*繊維強化気球の地上展開試験

r前膨 ~fU杉状て凶の総合的な 11:i 丞試験を主同[りと

して繊維強化気球のI也|二皮 rm ，試験が an 末に雨館

で行われた この気球は街並~nHJJ体などの比較的

illいペイロードを浮尚させるために新たに開発さ

れている気球のサブスケールモテソレて'ある。周jI~

を青いンー卜で養生されたば験場内 .'Jl)は大 lilt原の

ようで.その'I'央に洋製に II:!.た形の気球が浮かび

(m¥ *ハッブル宇宙望遠鏡の明と暗

\-i-両1(])_ NASAの威信をかけた大引プ
¥¥1// まに車に
白~ ロジェクトとして般進されてき

たハ y プル TtF 有明遠鏡だが.いぎ r7 5'J を開け

てみると「点」に比えるはずの昆がピノポケにし

か耳りなかった( )i'.図 L 原閃は望 i主鋭光学系の製

作卜のミスとのこと。もしこのミスカずな ItW i'‘

これまでの数 10f 自の解像 )J てー宇'曲の i位深部をも証Ii.

星像(生データ，函角は約 6秒角)

上がり.やがてハート咋 Jに膨らんでいった。地上

て'の i前膨リIi，，，験ははとんど filjf ，l] がなしいつまで

たっても排気され~ぃ気球を liii に途 }j に作れるこ

とが何度もあった。特殊な繊制 i で強化された気球

は踏んでもづ|っリ li って L 似れず，従来の気球に比

べはるかに丈夫であること L 雌必できた。約 i 週

間の地 l ぷ験に引続き.三|格では新品同僚の気球

を 1也の気球と同じく ffZE に成樹させることに成功

した。 (11 )1'1日明)

ー面再湿 F明
満膨張時の繊維強化気球

抑lできるはずであったが.解除 )J の改善は 2 -3

Ii\'に留まるという也、観的弘通しがささやかれた。

しかし最近の報;?では.重力レンズ効果やA望新星

的観測( -ii I泊)でその解除 )J の良さを見せつけ.

さらにコンビュ タ処1'1\によりもっと尚い解除l主

が可能とのこと 3 年後には修正光学j{，の取i'Jが

寸勺主さ hている命 「腐っても鮒」の :iEn (ワ)を

し返上できるか。(当)~. :NASA処fJ\)

大マゼラン雲の超新星と周囲に銘がる噴出物の環

-5-



「特別コラム

巨大ブラックホールのかくれんぼ

名古屋大学理学部小山勝二

想像を絶するほと莫大主エネ Jレギーの放出をお

こしている銀河中心を活動銀河伎と呼んでいる。

たとえば、一凡なんの変哲もないようにみえる渦

巻銀河NGC6814の中心では太陽の1ft併ものエネ

Jレギーの電位法を X線として放出しそれが50秒

符の短時間で変動している。変動の早さは本体の

大きさの上限をあたえるので.この場合.太陽の

高々 10倍以下の領抜から 1 f官i宮のエネルギーが放

出されていると結論できる。このような効率良い

エネノレギーの解放機構を説明するため. 多くの研

究缶は巨大プラ y クホーノレが活動銀河核の'I'心lこ

存在していると考えている。巨大ブラックホール

にガスが落ち込むとき.民大な重力エネノレギーが

X線のエネルギーに変換されるのである。従って，

活動銀河核の研究には X線観測がその鍵を 111(って

いると容易に忽像できょう。.ぎんが"衛Jrは既に

数多くの活動銀河核を観測し従来の知見を一変

させるような成果をあげている。その中のハイラ

イトに二可l活動銀河核とよばれるものの主体とー

型車I:l河核(通常の活動銀河骸)との関係の解明が

あげられよう。

多くの活動銀河伎は中'L、での巨大量力の存{i'を

誇示するかのように，可抗域で幅の広い蝶線を放

出している。このなかで. とりわけ幅の広いま車線

を肱出するものを一型，それ以外を二型とよんで

いる。見かけの活動性(例えば観測される X線の

強度)は一昨!の万がけたi主いに強い。-~~.三型

は互いに全〈異なる ~{i可伎を持つのだろうか?こ

勢役→ I
刀ス，J:ンノ己よる@寂

れが長い聞の大問題だったのである。

図の左に"ぎんが"で観測された二型活動銀河

伎のX線スペクトルの-{9IJ (Mkn3) を示す。この

スペクトルには軟X線領域で大きな吸収がある。

且IJ ちプラ y クホールの周りにあるガスによって大

節分のX線がi吸収されていることがわかる。実際

吸収を補正してみると.中心の X線強度とスペク

トノレの形は-~J活動銀河伎と金〈同じになること

がわかった。二引銀河核Mkn3の中心には i!'1 いガス

のむこ 7 にかくされた一明主J{ iu[肢があったのだ。

Mkn3は完全にかくれたつもりかもしれないが，硬

い X 線はガスを突き抜けてしまったため， ぎん

が.で見つかってしまったのである。 r~Ji隠して

尻隠さずJ といえよう。もっと完全にかくれた巧

者もいる。二型銀河妓NGC1068がその典型( 12<1の

1υ である。この場合は視線方向以外に放出され

た X線が全体にひろがる 1氏宅晶!主ガスに散乱されて.

視線内に入ってきたのである。いわばーかすかな

気配を"ざんが"に感じ取られてしまったのであ

る。データを解析してみると NGC 1068 もやはリー

叩銀河伎をもつことがわかった。

このように隠れるのが上手もいれば，下千もい

る。こんな i車中を見つけ出しそのよE体を暴こうと

いうのが. ざんが.の大きな仕事になってきた.

"ぎんが"と巨大プラ y クホールのかくれんぼで

ある.現在まで、 5-6 個の二笠銀河から，かく

されたー型銀河骸をみつけだしている。これらの

結*はー型とニ型銀河伎に本質的相違はないこと

を示唆している。(こやま・かつじ)

~\<~ '1

「

1日

10'

ド 樹

君
要v

Se,.r....t. 2

10' 10
X録の工ネ Jレギー

10ｷ]ｭ10' 10'
X線の工ネルギー
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態i戸
SFU搭載実験機器(その6)

(財)無人宇宙実験システム開発機構伊藤 宏

食通商産業省実験装置(電気炉)

徹小柄力.t~jは. .j':Iiiで j!1 られる環境のうちでし i止し

市!~1j:特徴的ヲちのーって-，;，り句ここでは‘県対流が

抑制され . if.} )/it 附が起こりにくく. !W I水以内~!J棋

が少なくなる.なと'の物明王比百とがみられるのこれ片町

村刊を利!I Iすることによりー i刊え It. j/i 散のみによる

J:-J な結 t1la. 比且立のある物質的 j~J ー出合による似介

材料.欠陥 iの少ない紡品などを得られることが l叫 j，-\'さ

れている。そこで SFU-I では.産業用実験機協として.

化合物半導体主どの結， ll ，成長尖験を主な H的とした

3 何百 lの';l!:~'i.炉 怯合 1m 熱力 '(GII F). !ι' ，I.I:)JII 熱力， (M

III'l. lil 熱が(I H ト)ーの l副党を進めている。

(I) GHF(Grad 田川 Heating Furnace)

凶 1 に GHF をベイロードユニ γ ト (PLU) に搭椛し

た状態を d、す.が体は。 :':ji 品市). i :.J.. J.'1勾配剖)):tひ qJkj~ 部

の 3 つの独立した加熱威力事らなる温度勾配 Jt" がである

実験試料はイ I 拡アノ 7 Iレとタノタルカ 卜リ γ ジに 2

屯討入された状態で.地上で試料交検波;7( 1勾に収納さ

れる。 SFU 本体かりの実験ス 7ー卜コマンドを'主ける

とあらかじめ IE められた制御装 id 内崎町プロ 7 ラムに

よ I) ‘試料の選 lit 炉内事 f' 人. !J II 熱を h"\'\ またが f*

を試料州に沿って将動することにより句ル式料ド、 lの l占|液

W'l fIiを ft 動させ. 万 [til ・娃 l古l なと'の結 Al，成 i毛を行わせ

るむのである. SFU-I的実験テー?として‘ブ IJ "ジ

?ン法による GaAs. InP結品成長および気判l成長法に

よる CdS. InGa l'肉薄股結 fila成長などを検『ほしている

(2) MHF(MirrorHeatingFurnace)

図 2 に MHF を P J. U に搭載した状態を d、す.炉 f，j;

は阿転中付\1' I形鋭的 -15 のw 占に 抗措'となるハロ

ゲンラノプを置き. I也のー }j の怯山にぷ科を ~;rl: し

l"jm~ 的に 1111 批する U，射幻自であり.その構成と動作は G

H トとほぼ同憾である.が 1本はぷ料を加熱しながら

ぷ料相 il の Jill.] に修動することにより :I~' ー城市融法て'結

Mlf£: U:を行 hせる。 SFU-[ の実験テーマとしては l ラ

ベリノグヒータ法 (T lI M) による InP. JnGuAs の払 tellu

成長専を検， H している。

(3) IHF(IsothermalHeatingFurnace)

|叫 3 に IIIF を限定型へイロードユニソト (SP J. U) に

併・ l在した状態を d、す.が休は、ぷ料の州 nr ll ! 町出!主分

布が均一になるように加弛する抵抗ヒ タ炉である。

l式料ぉ'(本を用いる絞数tJ.i}j式と L. 制御装道内蔵

内フログラムにより. H的のぷ料を封入した炉を選択

し均加熱冷却し結品成長を 1 j わせる. SF 仁 -1 (7)

7i.験テ-'7として プリ y ジマン法による CdTe の非掠

触結品成長 J止ぴ溶液成長法による λIGaAs* 占品成長を

験討している.

以ト 3 I干 lfi の~~'i.炉は.いづれら彼数のユーザ袋'"

に対 Lとするた的の汎則性を j，\ち.かつ継続的・反復自，)

に使用できる実験装 Ja てす，リ. SFU-I の'人験テ ?も

またそれを/'j "t担して選定されている。化合物 |ι 導体製

泣技術的研究にお L 、て ~;j 純 l!r. 1:'~jj~'Jt 'l， 欠陥の少主

L、結川町育成は.屯 it な諜 JW 町一つであり.今後この

附の首%か a を/fI'、た研究.裂泣 t土術的 m·l~ が句ますま

す活発になるニとが期待される。 い、とう ひろし)

(I!1)櫨人 j': 'ii i実験ンステム研究開発機附 I;:. r無人ヲ

宙実験ンステム J を研究開発するす寸、の一環として

通f前産主 ti および祈エ不 Fレギ-J'l i 1i技術総合開発機情

(N l:: IJO) からの畳託を~けて SF lJの l制発を実地して

も、る 3

図 3 IHF

物益孟尚

話相刀ートリッジ

\τE 交脳

図 2 MHF図 1 GHF
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A 普及事t... L!'iif.
古代と先端技術

宇宙科学研究所大蔵明光

'Camp'90J この会議は 1986 年. 1988 年に続い

て今回が第 3 固にあたる。 J;1.‘は第 21 旦lに続いて参

加したわけです。第 l 固から勧誘はあったのです

が， ;nI1111 のスコープは EngineeringApplica

liollSofNewComposites" でしたので参加しま

せんでした。

第 2 回のスコーフ!j: "Phase[nteraclionin

CompositeMaterials でした。そこて;. "Interfa

cialPhenomenainCarbonFiberH.einforccd
AIComposites について発表致しました。今恒 l

のスコープ Ii ・ Advanced CompositesforErne

rg111 百 Tcchnologcs でした。今回は f7abricali

onofPreformedYarnsforCarbonFiber/ea

rbonMatrixCompositesandthePropertiesof

tI四C; c Composiles について発表しました。

この凶際会議は 2 年1It·に i井I fi~ されており.キ fi~

はハトラ大学で， EC の委託で実施されているそ

ヲです。従ってプログラム委員会は EC構成国(イ

ギリス、 ドイツ.イタリヤ.ギリンャそしてユネ

スコ)からのメンバーによって構成されています。

今回の参加I図は 10ヶ ILl で約 150名限度でした。パト

ラ大7・はエーゲifll を}~おろすi止I均的自白に位置し

ています。会議は大・7 から 10分1立の処にある瓶上告

のホ ト・リオ・ホテノレで開催されました。ギリ

シャの iiは非常に白いので I点変である 8 月は骨l

8 時から行動を開始し， 12時から 3 時までは昼休

み(このl時間併に海水浴をしたり.丹:殺をしたり

する.当然のことのようにmの多くは閉される)

そして 3 時から午後の活動が始まる。

国際会議と言えども例外ではなく，この慣留に

従っているわけで.この肖1l'Iに馴れない店、などは

ヤ〈始めて早〈終ればと，T.って L. それはいたし

おのないこと，その結果夕食は早くて 8 時.一寸

おそくなると 9 II;~近くになる。夏時間む処かわれ

は:'1'1Lかわるものである。

Session1GeneralLcc!.llr'CS(PartA) では

FibreComposites" 特に絞合材料の設 E汁と現状

について。 ドイツ和 LZR 宇宙研究所 (0 LR) のC

Gruninger 博士の特別講械があった。現イ主の桜子ヤ

材料技術をレビューし構造材への応用と量産裂

i主についての動Ill)が講減要旨て・あった。

次の特別講演は Damage を受けた飛測体の修 iii

に問lするもので，附iiJi 材 F色裂の修復に|刻する斤I'illli

と題して Lehigh Univ.(USA) のe.c. Sih 教伎が

講演した。要旨は.ヘリコプター，航空機等の向

性能椛造材が Damage を受けた場合の修復に関す

るもので.亀裂等の補修には次めような点を考慮

-8

する必要があることを鑓楽していた。① ~P'J科、出I

垂下て'liI i修した後の亀裂 JII f<i}における桟惜応力的

問題.②披労tJjJlj j段階でiI liflました場合の補修板 l村

への亀裂進展の ml~，③非拡~ ，ri 布Ii修 (11)分の f~~~その

間足U，④補修した梢造体の亀裂進展に対する l削 '1'1

変形の;』外1 ⑤ハスナ ノピ近くの(a.裂 liB強品 1' \IUiの

問題.⑥疲労|、における亀裂要素の蒋 I幽の l問題。

以 kが特別講 iii(でそれに絞いて Session I(Pa

rtB) として一般講演があった@紙 1(1iの関係で一

般講械の個々については省略し 作 Session にお

ける分官 1を例記します。詳しい諭文は *~J 6 ヶJI1主

に出版されることになっています。

ScssiOIl 2. NewIHoces ぉ cs Applications

andTechniques. fL 的発表はこの Session てFあリ.

FabricationofpreformedyarnsforCarbon

Fibcr/CarbonrvlarrixCompositcsandthePI

opertiesof('IeComposites と題して研究発表

をした。この研究は東大生日 fl時代にまとめたもの

である。

Session3, Session4 て"は Damn 日c and I 瓦

ilurcMechanisms で宅として材料の仙波 lこ 11 る

までの予測解析が鰍告されていた

Session5. Thermal Behaviour では白 f晶ポ

Ij?_? トリァ'7 7，に関する研究報 th が王であっ

た。

Session6 , NfYl'(Non-DestructiveTesting)

method 極々な Jn~Hti 般作法があるが、 X 線 A

E によるものが多く新しい z試みは t t!. 4'，らなかった。

Session7, Posters(Introducedonpostcrs)

Session8 , NewMaterials(PanA)

/I (Pa"IH)

Session9 , SlI'ucturalBehaviou ,' (PanA)
/I (PaJ'IB)

以上 Advanccd CompositeinEmergingTechni

que に|日 lする会設が 20 1:1か句 4 n !i ll にけっておニ

なわれた。パトラはアテネから;f." j220krn ，ベロポネ

ソス半島の北に似出 L. ギリシャの交通，商業の

|叫際的屯要港となっている処でした。オリ/ピ y

ク発祥の I也オリノピヤまて'は Jl i.て"*'1 I 時Hl J半でし

た。

占代と 3 .tばギリシセ・ギリンセと"え1;1' 2500

年前の文化がささやかれる処での 先端材料|王|際

会議"に II 日市し、附々な l必~と技術的交錯を感じ

た次第て脅す。(おおくら あきみつ)



_，J・F平侭ト\

~ぐとシ号訴宙 略語のしおり

(l)

衛星搭載機器

共通機器
ヰ二 'll-i 研の f{(.i H. に峨っている機器の阿倍訴を y リー

ズで初介しよフ。今回は町共通機r.f:; CI (Common

Instrument) , つまりミ y ンヨノによらず， 1崎叩

の機能を県すために必民主共辿的主基本機慌をと

リ挙げる。

[姿勢・軌道制御系}

を勢を検山するセンサには，太陽センサ SA S

(SunAspectSensor) , JI!l )';Rの触を赤外線て“検出

する水平線検Il\y，.非HOS (HorizonSensor). ~1~ を

スピンしながら 1m える SSC(Star Scanner) ，ス

ピン合唱しに豆を llli える STT(Star Tracker) , )也

磁気安勢計 GAS (GeomagneticAspectSensor)

可がある。ジャイロを用いた似性基準袋店は [RU

(InertialReferenceUni t)と呼ばれる。姿勢を

市Iii 'l lするためのアクチュエ -1 としては， )也 h止公

を fiji 日する総主 L トノレカ Mn~ (MagneticTorquer)

ガスジヱ y トを用いる RCS (ReactionControl

System) ー dlJJ 人主で回転、するホイーノレ MW (Momen

tUmWheel) , I叶転カず小さいところで用いるホイ

/レRW(Reaction Wheel) ，ホイーノレの制l方向を変

化させてト jレクを得る CMG (ControlMoment

Gyro) 等がょとして用いられる。姿勢 軌道市I]御

用のエレクトロニクスを AOCE(Atlitude and

OrbitControl Electronics)' そのためのコンビ

ュータを八 OCP(Atlitude andOrhitControl

l町、 ocessor) と呼~~~。スピン l~i 星のニューテ ン

ヨン(首晶、リ i'E到 u) を除くためには， ND(Nutati

onDampar) が用いられる。衛星の形状が縦長で

不!.b，.: 定なときは，加速度 d"1 とガスジェ y トを用い

たANC (ActiveNutationContro]) が必要となる。

[通信・データ処理系]

アンテナは句必袈な利得の同さに応じて，高利

得ア/テナ HGA (HighGainAntenna) ，中平 Ij 得ア

ンテナ MGA(Medium GainAntenna) ，低利得ア

ンテナ LGA (LowGainArnenna) が使い分けら

れる。スピン 1釘 itt で， HGA を I也J: R1; 防lに向けてお

くために、衛庁'4'休と避にスピンさせるモータを

ADM(AntcnnaDriveMechanism) と l呼ぶ。 S パ

ンドの受信機は SBR(S BandReceiver) , S パン

ド町 X ノ〈ンドの送信装置は、 それぞれTMS (S

日制 d Transmitte r), TMX(XBandTransmitt

er) と略記される。

[データ処理系]

コマンドのコードの解説は， CMD(Comm 叩d

Decode1')で行う。子レメ タデータの編集.コ

マンドの分配等を行うプロセソサは DHU (Data

HandlingUnit) または D ド (Data Processor) と

略す。大訟のデ -1 をー l時記録するためには DR

([)ataRecorde1')が川いられる。 DR は司テープ

を用いた廿からのものと， i滋気パブノレ素子を用い

た日 DR( l3 ubble Da 凶 Recorder) が用いられて

いるロまた， I菩il在"十算機の脅さ検.z. oJ 能なプログ

ラムは， BFM(Back-upFileMemory) に合き

込まれる。衛星および搭岐機器の健康状態をチェ

ソクするために，環境計 ilJl l袋紅 HK (1louseKeep

ing) が用いられる。 11K は I且度， 11L圧等を比較

的長い時 IMII 日l隔で計測する。

[電源系]

太陽~[t池は SCP と略されるが，展開式のパド/レ

のとき (Solar Cell Puddle) と.スピン 2叶~i民の

1則闘に H/; り 1'1 けりれたとき (Solar CellPanel)

と， 2 つめ場合がある。屯力制御器ド CU(Pow

crControlUni t)は，パ y テリI3 AT(Battery)

の充屯 Iliil 御や.不要電力を棄てるための SHNT

(ShuntDissipate r)への信号の ill 出増を行う。

コンパ -lCNV(Converter) は、複数の干'1i ~li の

安定化直流屯 l七をfY I) ，搭載機株に供給する。

[その他]

その他にも.衛星が部分的にィ fT L過ぎないよ 7

に、 ヒータを制御する.熱制御電イ装置 HCE

(HeaterControlElectronics) ，加速度，モータ

燃焼圧力等を百|出 II する INS- SA(Instrumentfor

Satellite) ，打上げに際してのンーケンス信号を

{乍る EPT-SA(Electronic ProgramTimerfor

Satellite) など傾々の装誼がある。

-7F' 由日 f 中谷一郎

-9-



オーロラ観測実験あれこれ

中音I) 博雄

5-520-12号機の実験報告を書き終え.自分の;与

ti~，~坦I を始めた。これらの写真を見る皮にいろん

な'JSが脳裏を横切る 。

尖!投は北側困にある/ )レウム のアン卜ーヤ実

験場でオーロラ観iJ\lJ ロケットを HIニげるよ#から少

々高官iii な防寒治'を買込み.下 li:は寒冷地1十機の y

守ツとモモヒキで身を包み.靴は分厚い滑リ止イす

きで，これにチェーンを装荷すれば-50}止の I吹雪

の中でもいけそうな出立ちで 2 月 7 R 成田 2i荏を

出発した。

ノルウェー卜 ZHに米ると今迄とは述勺た風景が

現れた。そこは大きな樹木は見えず産毛の様な木

々が'Ieん茶色っぽし、なめらかな山々のつながリ

で突き IHた険しい山がjn長いのは，この広大む地域

が何百万年前のノk河!切に厚い氷に組われ，氷河の

移動により iiE 句れたに迎いない大内然の府主主を氾1

うと句そこからしばらく自を離す事が山4えなかっ

た。

オスロ .ボ ド、アンデネスと飛行機を 5 機

来リ継いで 9 日のタ hやっと清いた。

アンドーヤ実験場は切立った山と海作械に凶ま

れ，術からは 5 キロ脱出Itれた 1'1 然の干I) を生かした

所で.似合は場内にある。そこは 41 が少なく，尖

験前半は良い天気に恵まれたが路市lは凍結してい

るのてv歩行訓練が必要であった。それは.スケー

!をする要領て"重 'L、を前に足の力をはさ，決して

鍾でJ.t<かない様に討=立した'lIJtあって 1 }立も恥、ば

ずにすんだ。

H上げ準備刊;t h 視しみやすい尖験場スタッ 7

と共同でWI，測に jj主み，悩みと~えばIll'孟ポケによ

る附II民不足であったが句持参した以II眠薬(日Ii名

WHISKEY) を飲んでー応急処置をしたが.多く

の尖験班:がその柴を愛用した為に 6 円位で無くな

ってしまった。

一万.食 ιI';はノノレウェー料 i叩に舌鼓を 11 ったが

"I 治する上では令制.味:!'、に長つづきするもので

はなく、持込んだラーメンがうまく!ぷじられ句実

験H圧のコンククラス数名は徐々にその力古?を発j'ド

するこドになる。

オーロラはちょ H 境れているが，持i且は雲の阪に

白い'市状にぼんやり汗かんでいるだけ句 11，さに耐

えて 5 1:1間頑張ったおかげて昨今ill 紀J京大ヲとも --;-i

える 30数秒で全天を駅巡る神仙な ~jj衣の舛を比る

事が出米た。

実験成功を府lい全民で尾翼にサインをしてロケ

y 卜はランチャーに袋 In され打 tげ準備は完 f し

た。

ところが、その頃から天気が生くなり数時間で

H止公， rfJ を繰返し可しかも瓜の~g! I，.、 11 が多くな

り‘川欠に L十凶まされたが、結局 1 jJ，\j 1前後の26 日

に者""f;打上げる"J'oが山来た。
~~l 101 の t}t t'L ノぐーティーは尖験場スタ， 7 と n 架

のイ、 I:IIJ:Iさを来リ怯え.単語と千振 I) で活は州み、

j長tjL£m も H\ た/ 梢は図上見.いや言葉町墜を岐り.

世界共通のi'l :fk を共に i味わった気分で素H古らしい

Jxて。あった。

次の日の二 H 円料、を無視すれば

ともあれ尖験庇全只がliU]ljにこだわらず食生前

L含めて協力した第 I 1 1I 1北 I'xオーロラ統iJ\lJ尖験は

思い出深いものでした。(なかべ・ひろお)
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